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常同行動 を示 す 自閉症者 に対する活動 ス ケジ ュ
ール を使用 した余暇支援

　　　　　
一

職員へ の 要求行動の 形成 を通 した余暇活動の 維持の 検討

村本　浄司
＊ ・園山　繁樹

＊ ＊

　本研究で は、知的障害者入所更生 施設 に 入所す る 常同行動を伴う自閉症者 1 名に対

して 、活動ス ケ ジュ
ール を使用 した余暇 ス キル を形成す る こ とに よ っ て 、 常 同行動 の

軽減を試み た。さ らに、対象者が職員へ の 要求行動 を獲得 するこ とによ っ て、入所施

設におい て 職員に よる対象者へ の 余暇支援 を維持 させ る こ とを 目的 と した 。 訓練室 に

お ける余暇ス キル 形成後 、 居室にお い て も対象者の 余暇ス キ ル を形成す る こ とに成功

した 。 さらに、職員 との協働の余暇支援実施後 、 外 部支援者 の ス ーパ ーバ イズが な く

て も、 余暇支援 を継続で きて い た 。
こ の 要因 と して 、職員が 手続 きを確認 しなが ら、

外部支援者 と協働 して 支援を実施で きた こ とが 、対象者へ の 余暇支援 の 維持 に貢献 し

た要因で ある と考 えられる 。

キー ・
ワ
ード　自閉症　常同行動　活動 ス ケ ジ ュ

ール 　余暇支援

1．問題 と目的

　 自閉症児者 の 中に は、手 を ひ ら ひ ら させ る 、

頭 を前後に ゆ らす、等 の 常 同行動 を示す者が い

る 。 常同行動を示す自閉症児者 に対 して 、余暇

時間 に好み の 活動を導入す る 、 あるい は余暇ス

キ ル を形成する こ とに よ っ て、そ の 行動が減少

した こ とを示 した研究が 、
い くつ か報告され て

い る （Meyer ，
　Evans，　Wucrch ，

＆ Brennan
，
1985；

Sigafoos
，
　J．

，
　Tucker

，
　M ，，　Bushell ，　H ．

，
＆ Webber，　Y ．，

1997；渡辺 ・望月，1990）。

　さらに 、 常同行動と余暇活動 な どの 望 ましい

行動 と の 関係は 、互 い に反比例の 関係 を示 して

い る と考えられ る。すなわ ち、 自閉症児者が常

同行動を 自己刺激行動 として表出 して い る場合

に は、その 行動 自体か ら生 み 出され る感覚に よ

っ て 強化 され て い る と推察 され る 。
つ ま り、い

わゆる 自動強化 として の役割 を果たす と推測 さ

’
茨城県立あすなろ の 郷

＊＊
筑波大学大学院人間総合科学研究科

れ る常同行動 を 、 同様の 役割を果たす よ うな有

意義な余暇活動 に置 き換 える こ とに よ っ て、相

対的に常同行動 を軽減で きる と推測 され る 。 ま

た 、自閉症児者 に余暇 を指導する 際 に、余暇で

使用す る物品 （以下 、余暇 アイテ ム ） を配置す

るだ けで はな く、余暇 ア イ テ ム の 使用方法や活

動ス ケ ジ ュ
ール を取 り入れ る こ とに よ り、その

効果が 高 まる 可 能性 が あ る （McClannahan ＆

Krantz，1999；Sigafoos，　Tucker，　Bushell，＆ Web −

ber
，
1997）o

　例 え ば、Sigafoos，　Tucker ，
　Bushell

，
　and 　Webber

（1997）は、常同行動 を示す知的障害者 2 名に

対 して、余暇ア イテ ム を提示する条件 と、対象

者 に対 して余暇活動の 従事を促 すプロ ン プ トを

し （Prompt）、 遊 び方の 見本 を見せ （Sample）、

援助す る （Assist） とい うPSA条件 を比較 した 。

その 結果、余暇ア イ テ ム 提示条件で は 、 対象者

の 常同行動 は ベ ー
ス ラ イ ン と比 較 して もほ とん

ど変化が ない ままで あ っ た 。

一方 、 PSA 条件 で

は 、 余暇ア イ テ ム へ の 従事率が ほ ぼ 100％ とな
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り、相対的に常同行動の 生 起率は 0 に近い 値 ま

で 減少 した 。 また 、 6週間後の フ ォ ロ
ー

ア ッ プ

にお い て も、余暇ア イテ ム へ の従事率は 変わ ら

ず、常同行動の 生起率は低 く維持 され て い た 。

　 したが っ て 、単に 余暇ア イ テ ム を提示する だ

けで は な く、 実際 に遊び 方 を教 えた り、「何 を

して 遊び たい か」 を決定す るな ど余暇活動の 選

択ス キル を形成す る こ と、さらに遊び の 選択肢

を導入する こ とに よ っ て 、常同行動な どの 行動

問題の 減少効果 を高め る と考えられ る。さ らに、

自閉症児者へ の 余暇支援の 研 究にお い て 、選択

肢や 活動 ス ケ ジ ュ
ール を導入す る こ とに よ り、

自閉症児者 の 余暇従事が促進 され る と報告され

て い る （Bambara ＆ Ager
，
1992 ；Bambara ＆

Koger ，1996 ；McClannahan ，
＆ Kramtz

，
1999）。

　
一
方、入所施設で 利用者が 余暇活動 を実行し

よ うとする際 に、他 の 利用者か ら物 を壊 された

り、奪わ れ る とい っ た妨害 を受ける可能性 も考

えられる 。 また 、 入所施設 は集団生活で ある こ

とか ら 、 利用者が 自分で物品を管理す る こ とが

難 しい とい う側面 もある。そ の た め、余暇 ア イ

テ ム を壊 される、ある い は奪われ る と い う事態

に なる と、 職員が利用者に余暇支援 を実施 しよ

うとする動機づ けその もの が な くな っ て しまう

可能性 も否め ない 。 その こ とを予 防する ため に、

利用者は施設職員に 余暇 ア イ テ ム を管理 して も

らう必要性 に迫 られ るか もしれ ない 。すなわ ち、

利用者か ら職員 に対 して 、余暇活動を行 う上 で

必要な物品を要求す る機会を設定し、その 機会

を保 障す る こ とが 、利用者 自身の 充実 した余暇

時間 を過 ごす とい うこ とに もつ なが る と考 えら

れ る 。

　本研究の 目的 は、 自動強化 に よ っ て維持 され

て い る常同行 動 を示す 自閉症 者 1 名に対 して 、

ス ケ ジュ
ール 表 を使用 した余暇ス キ ル を形成す

る こ と で 、常同行動の 減少 を試み た 。 さらに 、

職員 との 写真カ
ー

ドに よ る 要求行動の 形成する

こ とで 、 施設 にお ける余暇の 維持 を試み た 。

皿．方　法

　 1 、対象者

　対象者は 、 重度知的障害を伴 う自閉症の 26歳

の 男性A さん で あ っ た 。A さん は知的障害者入

所更生施設B 園に 入所 して い た 。 A さ ん は積極

的 に作業 に従事 して お り、普段 の 生 活 にお い て

も特に 目立 っ た行動 問題 は見 られなか っ た 。 日

常生活 にお い て も食事、排泄、入浴 、衣服 の 着

脱 な どは ほ とん ど自立で きて お り、職員に よる

介助の 必要性は ほ とん どなか っ た 。 また 、 常 同

行動 を行 うこ と以外は、大声を挙げて騒 ぎ立て

る よ うなこ とはめ っ た に なか っ た 。 療育手帳は

重度の判定で あ っ た 。 言語 に つ い て は 「た べ る」

「ほ しい 」等の 要求 を示す こ と もあ っ たが 、 日

常生 活の 中で 自発的 に使用す る こ とはほ とん ど

なか っ た 。 日常の 簡単な指示は理 解で きて い た 。

A さん の 常同行動 は、軽 い 頭 たた き、指 くわ え、

頭揺 らしで あ っ た 。

　 2．機能的ア セ ス メ ン ト

　 A さん の 常 同行動 に つ い て 、日常的に A さん

と関わ っ て い る職員か ら情報を聴取 した、そ の

結果、A さん の 常 同行動 は 、何 もす る よ うな こ

とが ない 時 間に表出す る こ とが多い と い うこ と

が推測 され た 。 また直接観察の 結果、A さん が

常同行動を示 して も職員や他利 用者が 関 わ る こ

とは ほ と ん どな く、 他者 か らの 社会的な強化に

よ っ て 維持 され て い る可能性 は低か っ た。そ の

た め感覚的な強化子 に よっ て維持 され て い る可

能性が推測 された 。

　 3．アセ ス メ ン トか らの介入 方略の決定

　A さん は 、 余暇時間に好み の 活動や物を要求

する こ とはい っ さい なか っ た 。 また 、 B 園内に

お い て 好み の 活動や物 を要求で きる機会 は設定

され て い なか っ た 。 その ため、A さ んが好み の

活動 に従事す るた め の 余暇ス キル と、職員に余

暇で 使用す る物品を要求するた め の 要求行動を

A さ ん に対 して形成する必 要が ある と考え られ

た 。

一
方、A さん の 余暇活動で は、ス ケ ジ ュ

ー

ル ブ ッ クを使用する こ ととした 。 その 理由 と し

て、持ち運 びがで きる よ うに携帯性 を重視した

た めで ある 。
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ー

ル を使用 した 余暇支援

　 A さん が余暇活動 を行 う際に は、ス ケ ジ ュ
ー

ル ブ ッ ク に貼 り付けた写真カ
ー

ドを職員に渡す

こ とで 、 職員 から余暇活動 の 物品を獲得で きる

よ うに、A さん に対 して写真 カ
ー

ドを使 っ た要

求行動 を余暇 ス キ ル と同時 に 形成す る こ と とし

た 。

　 4 ．標的行動の定義

　 A さん は頭 たた き、 指 くわえ 、 頭揺 らしな ど

の 常同行動を示 して い た 。 A さん の 常同行動の

定義を 、 頭 た た きで は 「左右の どちらか の 手の

ひ らで 、 側頭部 を 1 回 たた く」、 指 くわ えで は

「右手の 人 さし指 を、前歯 で跡が残 る くらい 噛

む」、 頭揺 ら しで は 「頭を前後、 または左右 に

一回往復 させ る」 と した 。 また 、 余暇従事の 定

義を、「余暇ア イテ ム に1秒以上接触す る」、 「テ

レ ビを 1秒以上 注視する」とした 。

　 5．好みの ア セ ス メ ン ト （X 年 1月）

　好み の ア セ ス メ ン トの 実施期間は、X 年 1月

に週 に 1 日、 1 日に つ き 1 セ ッ シ ョ ン を合計 3

セ ッ シ ョ ン 実施した 。 手続 きは単一刺激 アセ ス

メ ン ト　（Single−Stimulus　procedure；Pace，　Ivancic，

Edwards ，
　Iwata， ＆ Page

，
1985）に基づ い て行わ

れ た 。 ア セ ス メ ン トで は 、 A さん に余暇 ア イ テ

ム を 1 つ ず つ 5 分 間提示 し、「余暇 ア イ テ ム に

1 秒以 上接触 した （手 を触れた ）」場合 に チ ェ

ッ クする こ とに よる、10秒 イン タ
ーバ ル 記録法

に よっ て 測定 した 。 好み の ア セス メ ン トの 結果、

A さん の 好み は 、 音楽鑑 賞 （童謡）、 女性雑誌、

お 絵か き、料理雑誌、レ イン ボ ウ ・ス プ リ ン グ、

乗 り物の本であ っ た。

　 6．使用物品

　 ス ケジ ュ
ール ブ ッ クは 、 A4 サ イズ の 2 穴フ

ァ イル を使用 した 。 フ ァ イル の表紙部分に、タ

テ x ヨ コ が 2 × 3cm の マ ジ ッ ク テ ープ を縦列

に 5枚貼 り付 け 、 そ こ に 余暇ア イ テ ム の 写真 カ

ー ドを貼 り付 け られ る ように した 。 写真 カー ド

の 裏面 に も丸型で 1cm × 1cm の 大 きさの マ ジ

ッ クテ
ー

プが 貼 り付けた 。 使用 した余暇ア イテ

ム は、好み の ア セ ス メ ン トの 結果か ら、CD ラ

ジ カセ、イヤ ホ ン 、童謡の CD 、女性雑誌、ス

ケ ッ チ ブ ッ ク 、 色 マ ジ ッ ク、料理 雑誌、ス プ リ

ン グ、乗 り物の 本 とした 。 また、時間測定の た

め の キ ッ チ ン タイ マ
ーを使用 した 。

　 7 ．手続 き

　 （1）実施期間 と設定 1 本研究 におけるそれぞ

れ の 手続 きと実施機関をTable．1 に記 した。

　 （2）ベ ー
ス ラ イ ン （X 年 11月 〜X ＋ 1 年 2

月）；A さん の 常同 行動 と余 暇従事率 の ベ ース

ライ ン測定は、普段A さんが い る こ とが多 い リ

ビ ン グル ーム にお い て 、A さんが何 もする こ と

が ない ような時間帯で あ る15時30分か ら17時30

分の 間の 内 、 30分間を 10秒 間イ ン タ
ーバ ル 記録

法 に よ っ て 合 計 9 セ ッ シ ョ ン 観察 した 。 また、

全セ ッ シ ョ ン を通 して ス トッ プ ウ ォ ッ チ を使用

して 、A さん の 余暇従事時間 を測定 した 。

　（3）余暇ス キ ル 訓練期 （X ＋ 1年 3 月〜X ＋ 1

年 6月）：最初 に A さん に対する 余暇 ス キル の 形

成 をB 寮内の 訓練室にお い て 行 っ た 。 訓練室の

Table　l　 A さん の 余暇支援の た め の 手続 きの 流れ

手続 き 実施期間

  ベ ー
ス ラ イ ン （リ ビ ン グ ル ーム に おけるA さんの 常同行動 の 生起率 と

　　余暇従事率の 測定）

  訓練室に おける余暇 ス キ ル 訓練

  居室 で の 余暇 ス キル 訓練

  職員との 協働 に よる余暇支援

  　プ ロ
ーブ

  　職員 との 協働の 余暇支援 （2）

  維持 （2ヵ月後）

X 年 ll月〜X ＋ 1年 2月

X ＋ 1年 3月〜X ＋ ユ年 6月

X ＋ 1年 6月

X ＋ 1年 7 月〜8月

X ＋ 1年 9月

X ＋ 1年 9月〜10月

X ＋ 1年 12月

一149 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Association of Disability Sciences, Japan

NII-Electronic Library Service

Assooiation 　of 　Disability 　Soienoes 厂　Japan

村本　浄司 ・園 山　繁樹

設定は、 3 × 6 メ ー トル の 広 さで、壁 に 向けて

長机 と椅子 が設置 されて お り、長 さ 3 メ ー
トル

の長机 は 1 メ
ー

トル ご とにパ ー
テ ィ シ ョ ン で区

切 っ て あ っ た 。 また 、 訓練室で の 訓練 を達成 し

た後 、 A さん の 居室 に お い て 改 め て 訓練 を行 っ

た 。 A さん の 居 室は 二 人部屋 とな っ て お り、居

室の 広 さは 2x6 メ ー トル で 、それぞれの 利用

者の ために 、 衣類 や私物 を収納する ロ ッ カ
ーと

ベ ッ ドが備 え付けてあ っ た 。 また 、 未使用の 3

段の ボ ッ ク ス 棚 が中央の 壁際 に置 い て あ っ た 。

居室 の 奥 に は 、 直接 中庭 へ つ なが る 窓が あ っ

た 。

　　   訓練前の ベ ース ラ イン測 定 （X ＋ 1年

3月）：A さん が 余暇 ア イ テ ム の 写真カ ー ドを

ス ケ ジ ュ
ール ブ ッ クか らはが して 、 第一著者 に

手渡すこ とがで きるかを確 かめた 。 第
一著者は

A さ ん に ス ケ ジ ュ
ール ブ ッ ク を提示 し、 3 メ

ー

トル 離れた場所 に座 っ た 。 もし、A さんが 第
一

著者 に写真 カ ー
ドを渡す こ とが で きた ら、その

写真 カ
ー

ドに対応 した余暇 ア イ テ ム を手渡 し、

A さ ん は 5 分 間余暇 に従事する こ とが で きた 。

A さん へ の プ ロ ン プ トは い っ さ い 行わなか っ た 。

　　  訓練室 にお ける余 暇ス キル 訓練 （X ＋

1年 3月〜X ＋ 1年 6 月）：ス ケ ジ ュ
ール ブ ッ ク

に貼 りつ ける写真 カ ー
ドは、第

一
著者が 6 枚 中

4枚 をラ ン ダ ム に選択 し、「1 番は○○ （○○

の 部分 は余暇活動の 名称）」 と言 い なが ら、A

さん に写真 カ ー
ドをス ケ ジ ュ

ー
ル ブ ッ ク の 1 番

上に貼る よ うにプ ロ ン プ トした 。 同様 に 2 番 目

以 降 も、第
一

著者が写真 カー ドをラ ン ダム で選

択し 、 第
一

著者が言 っ た順番 に対応 した箇所に

貼る よ うに指示した 。 そ の 後、第
一

著者 は 3m

離れた場所 に座 り、A さんが 1 番 目 の 写真カ ー

ドを第
一
著者に手渡すまで待 っ た 。 第

一
著者は

写 真カ
ー

ドを受取 る と、「は い
、 ○○だ ね （○

○ は余暇 ア イテ ム の 名称）、 どうぞ」 と言い な

が ら、 余 暇ア イテ ム を手渡 した 。 A さん は第
一

著者か ら余暇ア イテ ム を受取 り、 5 分間余暇 に

従事する こ とがで きた 。 余暇時間 の 計測 は第
一

著者が タ イマ
ーを 5分 間に設定 し、タイ マ ーが

鳴 っ た らタイマ
ー

の ス トッ プ ボ タ ン を押 すよ う

に A さん にプ ロ ン プ トした 。 その 後 、 使用 した

余暇 ア イテ ム は再 び 第
一著者 に返却す る こ と、

次の順番の写真カ
ー

ドを持 っ て くる こ とをそ れ

ぞれ A さん に プ ロ ン プ トした 。 最後 の 余暇 ア イ

テ ム を使用 し終 わっ た後 、 余暇ア イテ ム と とも

に ス ケ ジ ュ
ール ブ ッ クを第

一
著者 に返却する こ

とを、A さん にプ ロ ン プ トした。

　A さん に対する プ ロ ン プ ト手続 きは 、段階的

増加型 プ ロ ン プ ト ・フ ェ イデ ィ ン グ （least−to−

most 　prompt　and 　fading：Demchak ，1990）を使用

した 。 例 えば 、A さ んが 10秒遅延 して も正 反応

が 生起 しなけ れ ば、第
一

著者は A さん の 正 反応

が生起する よ うに言語 プ ロ ン プ トした 。 それで

も正反応 が生起 しな い 場合 には、指 さ しプ ロ ン

プ トを行っ た 。 また、違 う順番で ある間違 っ た

カ
ー

ドを手渡 した場合 は 、 A さん に ス ケジ ュ
ー

ル ブ ッ ク の 所 まで 戻 り、 正 しい 写真 カ ー
ドを取

る よ うに 指さ しプ ロ ン プ トした 。 指さ しプ ロ ン

プ トをして も正反応 が見 られ ない ときに は、A

さん の 後 ろか ら身体 プ ロ ン プ トを行 っ た。次の

フ ェ イズ へ 移行する ため の 達成基 準 は 、 全下位

行動の 中で 第
一

著者の プ ロ ン プ トな しで 80％以

上 にお い て 正 反応が生 起 し、それ が 2セ ッ シ ョ

ン 連続で 達成 された場合 とした 。

　　  対象者の 居室 にお ける余暇ス キ ル 訓練

（X ＋ 1年 6月）二居室 にお ける余暇 ス キ ル 訓練

の 手続 きは、訓 練室にお ける訓練 の 手続 きと変

わ らな か っ た 。 A さん の 居室 に は余暇活動 を行

う上で必要な机と椅子が なか っ た ため 、使用 さ

れ て い な い 3 段の ボ ッ ク ス 棚 を机 の 代わ りに使

用 し、椅子は食堂に ある もの を借 りて使用 した 。

達成基準は訓練室 と同様に、 2セ ッ シ ョ ン 連続

で 、 全下 位行動中80％ 以 上 、第
一
著者の プ ロ ン

プ トな しで正反応が生起 した場合とした 。

　　  観察 と記録測定 ：訓練期 にお けるA さ

ん の 行動観察をDVD カ メ ラ に よっ て撮 影 した。

また 、 A さん の 正反応 を 「第
一

著者に よる プ ロ

ン プ トな しで 標的行動が生起する」と定義 した 。

訓練に お ける 正 反応率 （％）は、 （正 反応数／

全下位行動の 内の 試行 され た数）x100 に よ り算

出 した 。
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常 同行 動 を示 す 自 閉症 者 に対す る活動 ス ケ ジ ュ
ール を使用 した余暇支援

　 （4＞職員 と の 協働に よ る余暇支援 1 （X ＋ 1年

7月〜X ＋ 1年 8月）：A さん が 日常的 に余 暇時

間を継続で きる よ うに、A さん の居室 で職員と

協力して 余暇支援 を行 っ た 。 支援 に先立 っ て 、

職員に対 して A さん との 写真カ
ー

ドに よる コ ミ

ュ ニ ケ
ーシ ョ ン の 手続 きを口頭 で説明、教授 し

た。実際の 支援場面で は、第
一

著者が職員に逐

一
プ ロ ン プ トしなが ら余暇支援を行っ た 。 職員

に教授 した内容 は 、 A さん が写真 カー ドを持 っ

て きた ら、対応 した余暇 アイテ ム をロ ッ カ ーか

ら取 り出 し、「は い 、○○ （○○は余暇 ア イテ

ム の 名称）」と言 い なが ら手渡すこ とで あ っ た 。

　 （5）プ ロ
ーブ （X ＋ 1年9 月）：ベ ース ラ イ ン

と同 じ方法で 、A さん の 常 同行動 の 生起率 と余

暇従事率の 測定を行っ た 。 A さん が 日常的 に過

ごすこ とが多い リビ ン グ ル ーム にお い て、特に

日中活動が決め られて い ない 15時30分か ら17時

30分の 問の 30分間を、ユ0秒間イ ン ターバ ル 記録

法 に よ っ て 合計 2 セ ッ シ ョ ン 観察した 。 ス ケ ジ

ュ
ール ブ ッ ク と余暇ア イ テ ム は 、A さんか ら要

求が ない 限 り提示 しなか っ た 。

　 （6）職員 との 協働 に よる余暇支援 2 （X ＋ 1年

9 月〜X ＋ 1年10月）：A さん へ の 余暇支援 に 際

し て 、第
一

著者は直接支援 を行 わず、職員単独

で の 支援 を依頼 した 。 前回と同様に支援開始前

に、余暇支援 に関す る手続 きに つ い て 第
一
著者

と職員が確認 を行 っ た 。 実際に 余暇支援 を実施

す る にあた っ て、第
一著者は職員及び A さん に

対 して い っ さ い プ ロ ン プ トを行 わ なか っ た 。 A

さん との 余暇支援終了後、職員 と改め て 余暇支

援 に関す る ミ
ー

テ ィ ン グ を行い 、良か っ た点や

修正す る べ き点等の フ ィ ー ドバ ッ ク を行 っ た 。

　（7）職員に よる A さん の 余暇活動の 維持 （X ＋

1年12月）：職員か ら の 情 報 に よ る と、A さ ん

の 居室 にお い て余暇で使用 する物 品を管理す る

場合、他利用者が A さん の 居室に 許可な く入室

し、余暇 ア イ テ ム を奪 っ た り壊 した りする可能

性が推察 され た 。 そ の た め 、 第
一著者は職員 に

依頼 し、 リビ ン グ ル ーム にある全利用 者共通の

空 い て い る ロ ッ カ ーの 中 に余暇 ア イ テ ム を収納

し、他利用者 に奪わ れない よ うに職員が そ の ロ

ッ カーに 鍵 をかけて 管理する こ と と した 。

　 第
一一一一著者が 施設職員に対 して、毎週水曜日 と

日曜日 の ユ5時30分か ら 17時30分の 間の 30分程

度 、 余暇支援 を実施す る よ うに依頼 した 。 さ ら

に 、 職員に よる余暇支援の 実施の 手助 けとなる

よ うに、手続 きの マ ニ ュ ア ル を作成 し、職員が

い つ で も見 られ る よ うに職員室に置い て お くこ

と と した 。 A さん へ の 余暇支援に 関 して 、第
一

著者 か らの プ ロ ン プ トや職員 と の ミー
テ ィ ン グ

は い っ さい 行わ なか っ た 。 第一著者に よる ス ー

パ ーバ イズ終結 後、 2 カ 月経過 して か ら 、 A さ

ん の 余暇活動は継続 され て い るか 測定す るため

に 、 2セ ッ シ ョ ン に わた っ て A さん の余 暇活動

の 様子を観察 した 。

　 8 ．デ ータの 信頼性の測定

　常同行動と余暇従事率を測 定 したデ
ー

タ の 中

で 、 全 イ ン ターバ ル の 約25％ に つ い て 、第
一著

者お よび別の 1 名の 大学院生 （行動観察の トレ

ー ニ ン グ を受 け た 大 学 院 生 ） が あ らか じめ

DVD に 記録 して おい た VTR ．を観察 し、計算式

［
− et率 一 1−・致 したイン ターバ ル 数／ （

一
致 した

イ ン ターバ ル 数 ＋ 不
一致の イン タ ーバ ル 数）lx

ユ00］に よ り
一致率 を算 出 した 。 そ の 結果 、

一

致率の 平均は 91．7％ であ っ た 。

　また、余暇ス キ ル 訓練に つ い て も、全試行の

約 28％に つ い て測定 し、 計算式 ［
一

致率 ＝ 　1一

致 した試行数／ （一致 した試行数 ＋ 不
一

致の 試

行数）IXIOO］に よ り
一・

致率 を算出 した。そ の

結果、一致率の 平均は94．1％で あ っ た 。

　 9．社会的妥当性

　余暇支援プ ロ グ ラ ム に関す る社会的妥 当性を

検討す る 目的で 、 本研究に協力して もら っ た職

員 6 名に 対 して 質問紙調査 をX 年12月に実施 し

た （Fig．4参照）。 質問紙 の 内容は質問 1 が 対象

者の 常同行動 は減少 したか、質問 2 が対象者の

余暇は充実 した か で あ り、 質問 3がA さん との

職員の 代替行動や 関わ りは増 えたかで あ っ た 。

質問 4 と 5 は職員や 施設に とっ て こ の 介入が実

施 しや す い もの で あっ たか で あ っ た 。 最後 の 質

問 6 で、今 回行 っ た援助 プ ロ グ ラ ム を他の 利用

者に も使用 したい かに つ い て 質問 した 。
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皿．結　 果

　 L ベ ース ラ インの結果

村本　浄司 ・園山　繁樹

　リビ ン グル
ーム にお け るA さん の 常同行動の

生起 率 と余暇従事率の 結 果 をFig．2に示 した 。

ベ ース ラ イン に おい て 、A さ ん の 常 同行 動 は 、

行動イ ン タ
ーバ ル 率の 約 10％か ら30％ の 問 を変

動 して お り、安定 した数値で は なか っ た 。 また、

A さん の 余暇従事 の 時間の 結果 をFig．3 に示 し

た 。 A さ んは普段か ら特定の 余暇活 動を持 っ て

お らず 、 唯
一
リビ ン グ ル ーム の 備 え付 けて ある

テ レ ビ を見る こ とはある が、長時間それを注視

して楽 しむ と い っ た様子 は見られず、A さん が

テ レ ビ を見て い る時 間は 、 1 日あた り合計 1分

に も満た な い 時間で あ っ た 。

　 2 ．訓練期間の 結果

　訓練期 間にお ける、余暇ス ケ ジ ュ
ール 訓練で

の そ れぞれの 行動項 目の 結果をFig．1に示 した 。

ベ ー
ス ラ イン （セ ッ シ ョ ン 1、2）で はA さ ん は

自発的 生起 言語 プ ロ ン プ ト 鑞 指 さ し プ コ ン プ ト　　　　 身体的 プ ロ ン プ ト

訓練 室 居室

　 　 　 　 セ ッ シ ョ ン

下位 行 動 項 目

覊 3　　 　 456 　　　 7s91011121314 且516 玉了 LS

1）】番 の カ
ー∵ を外 し第

一一
著者 に 渡す 靆灘飜 r 蠶 懸 鑞

2） 事物 を 受脳 、余暇 を 渦 こ す 讖
3） タイ マ

・　〔5 分） を ス トッ プする 靉灘 靆 蠶 飜靆 覊
4）事物 を 第

一
著者 に返 却 す る。 驪 蠶 灘 鑞鑞

う）2 爵 目 の カ
ー

ドを、第
一

著者 に 渡す。 鑼靆 覊
6＞事 物 を 受取 り、余暇 を遍 こ す。 覊 籔
7）タ イ マ

ー
をス トッ プづ る。 鑞写

評

　　卜　儒 讖 靉 覊 難
8）事物 を 第

一
著者 に 返却す る ． 覊灘蠶 灘鑼、覊轗鑿 靉蘿

9）3 番 目 の カードを 、第
一

著者に 渡す。 驪 翼鑞縫鑞灘 覊
10）事物 を 受励 、余暇 を過ご す。 難
⊥1）タイ マ

ー
を ス トッ プ す る。 靆 灘 靆靉

12）事物 を第
・・
菩者 に返却する。 黐 韈鑾 覊 鑾覊灘

韈13）4 番 目の カ
ーマ

を．第一著者に 渡す． i獵　　 鑛鐺
レ1）事物 を受取 ゆ、余 暇 を 過 ごす． 轗
孟5） タイ マ ・をス トヅ プす る。 軈欝 鸚 蠏蠶
16）事物 を第

一
著者 に 返却す る。 簿 鑞韈 靆飜

17）ス ケ ジ ュール を第
一

著者 に 返 却

飜靆

313 　 　 4巳 8

靉
5匚）

懿

蠶
294

鑿飜
正反応 率試 ％ ） oo 6s 巳 6・17 　　 76458 呂 ら255296 厘 794 ］ 闘 276594 ⊥ 100

　　　　　　　　 Fig．1　A さ ん の 訓練室および居室 におけ る余暇ス キ ル の 形成 の 結果

※ そ れ ぞ れの 下位 行動 項 目 は A さ ん が達成する べ き行動を上か ら時系列 に よ っ て順番に行うこ とを示 して

い る 。 プ ロ ン プ トの 侵 襲度 は 身体的プ ロ ン プ ト、指 さ しプ ロ ン プ ト、言語的プ ロ ン プ ト、 自発的生起の順

番で 高 くなっ て お り、全 下位行 動項 目の 割合 に 占め る それぞれ の 正 反応 数の割合 を正 反応率 と して 下部に

記した。
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常同行動 を示す自閉症者 に 対す る 活動 ス ケ ジ ュ
ール を使用 した 余暇支援
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（2 ケ 月後 ）
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　　　　　　　　　Fig．2　A さんの 常同行動 と余暇従事率の 推移

※ 余暇従事率は、10秒間イ ン ターバ ル記録法を使用 して 30分間測定 された 。 白四角が

　 余暇へ の 従事率を、黒丸が常同行動 の 生起率 をそれぞれ示 して い る 。
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　　　　　　　　　　　　Fig．3　A さん の 余暇従事時間

※ 余暇従事時間は 、直接観察及び DVD 記録か らの 観察 に よ り、ス トッ プ ウ ォ ッ チ に

　 よっ て測定され た 。
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ス ケ ジ ュ
ール ブ ッ ク か ら、 写真 カ ー ドを手渡す

こ とがで きなか っ た。その ため、写真 カー ドを

渡さずに第
一

著者か ら強引に余暇 ア イテ ム を奪

お うとした り、 その た め 、 余暇 に従事で きずに

常同行動を示す こ とが多 か っ た 。 す なわち 、
ベ

ース ライ ン にお ける A さ ん の 正 反応率は 、 両セ

ッ シ ョ ン と もに 0％ で あ っ た 。 訓練 フ ェ イ ズに

入 っ た最初の セ ッ シ ョ ン 3 にお い て 、最初の 試

行で の 「1番目 の カー ドを はが し、第
一
著 者 に

渡す」 と い う行動項 目か ら、 言語プ ロ ン プ トが

必要で あっ たが 、 指 さ しプ ロ ンプ トの 使用 は 1

度だけで あ り、さ らに身体プ ロ ン プ トを使用す

る こ とはな か っ た 。セ ッ シ ョ ン 3 の 正 反応率は

31，3％ で あ っ た 。 セ ッ シ ョ ン 4 で は行動項 目の

8 番 目の 「余暇ア イテ ム を第一著者 に返却す る」

にお い て 、身体プ ロ ン プ トが必 要で あ っ た が 、

そ の 他 の 行動項 目で の 言語プ ロ ン プ トもや や少

な くな り、正 反応 率は 43．8％ に増加 した ． その

後、セ ッ シ ョ ン 5 とセ ッ シ ョ ン 6 に お い て も、

徐 々 に正反応率は増加 し、それ ぞれ 50％ 、 68．8％

に ま で 増加 し第
一

著者 の プ ロ ン プ ト使用率 は

徐 々 に低下 して い た 。 しか し、セ ッ シ ョ ン 7 に

お い て 、 正 反応率は 29．4％ まで大 き く低下 した 。

すなわ ち、A さん に対 して ほ とん どの 試行に お

い て言語プ ロ ン プ トまた は指さ しプ ロ ン プ トを

使用 する とともに、「2 番 目 の カー ドを第
一

著

者に渡す」 とい う行動項 目で は 身体 プ ロ ン プ ト

を使用 した 。
セ ッ シ ョ ン 8 で は 、 A さん の 正反

応率は再 び64．7％ まで 上 昇 した 。 さらに セ ッ シ

ョ ン 8 以 降は身体 プ ロ ン プ トを使用する こ とは

一切 なか っ た 。 正反応率は セ ッ シ ョ ン 9 にお い

て さ らに 76．4％ まで増加 した 。 しか し 、 その 後

の セ ッ シ ョ ン 10か らセ ッ シ ョ ン 13まで 正 反応率

にあ まり変動は なか っ た 。 正 反応率 は セ ッ シ ョ

ン 14にお い て 、 94．1％ まで 上 昇 した 。 こ の セ ッ

シ ョ ン におい て使用 したプ ロ ンプ トは行動項 目

の 「1 番 目の カ ー
ドを外 し、第一著 者に渡す」

の み で あ り、他の 行動項 目で は い っ さ い プ ロ ン

プ トは なか っ た 。 さ らに 、
セ ッ シ ョ ン 15にお い

て も正反応率は 88．2％ で あ り、こ の セ ッ シ ョ ン

にお い て 、達成基 準で ある 「2 セ ッ シ ョ ン連続

で の 80％ 以 上」を達成 した た め、次の フ ェ イ ズ

で ある居室で の 訓練 に移行 した 。

　居室で の 訓練 にお ける最初の セ ッ シ ョ ン 16に

お い て、A さん の 正反応率はセ ッ シ ョ ン 15と比

較 して やや低 下 し、 76．5％ とな っ た 。 しか し、

セ ッ シ ョ ン 17で正反応率 は94．1％ とな り、 次の

セ ッ シ ョ ン 18で は 100％ とな り、 2 セ ッ シ ョ ン

連続で 80％ 以 上 を達成 し、訓練を終了 した。A

さん の 正 反応 を行 動項 目別で 見て み る と 、 「カ

ー ドを外 し 、 第
一

著者 に渡す」、 ある い は 「事

物を第
一

著者に返却する」が全 セ ッ シ ョ ン の 中

で プ ロ ン プ トを必要 とする割合が 高か っ た 。

　 3 ．職員 との 協働 で の 余暇支援 1 の 結果

　職員 と協働 で 余暇支援 を行 っ た結果 （Fig．2

参照）、ベ ー
ス ラ イ ン と比べ て A さん の 常同行

動 は減少 した 。 セ ッ シ ョ ン 29で は 、 常 同行動 は

5．2％ の 生 起率 で あ っ た が 、 セ ッ シ ョ ン 30か ら

33まで は 、 4 セ ッ シ ョ ン連続 で 0％で あ っ た 。

しか し、常 同行動 の 生起率は セ ッ シ ョ ン 34で

ILI °／o まで 増加 した 。 セ ッ シ ョ ン 35で は63 ％ に

減少 し、セ ッ シ ョ ン を経 る に つ れ て徐 々 に減少

して い き、セ ッ シ ョ ン39で は再 び 0 ％に な っ た 。

常 同行 動は 、 セ ッ シ ョ ン 40で 再 び2．2％ の 生起

率を示 したが 、セ ッ シ ョ ン 41で 0％ とな り、プ

ロ ーブ に移行 した 。 こ の フ ェ イズ にお ける余暇

従事率 は常 に 90％以上 を維持 し続 け て い た。ま

た、常同行動の 生起率が 、余暇従事率を逆転 し

高 くな る こ とは
一

切 なか っ た 。 また 、 余暇従事

率が高い 数値を記録 して い る間は 、 ほ とん どの

場合に お い て 、常同行動 の 生 起率は 低 い 数値を

示 して い た 。 セ ッ シ ョ ン29か ら41まで の 常 同行

動 の 平均生起率は2．4％で あ っ た 。 また 、 A さん

の 余暇従事時 間は 、ベ ース ラ イ ン と比 較する と

飛躍的 に増加 した 。 多 くの セ ッ シ ョ ン にお い て 、

A さん の 余暇活動 の 時 間は 15分〜20分 を記録 し

た。

　 4．プロ
ーブの結果

　 プ ロ ーブ で は 、
ベ ース ライ ン と同 じように常

同行動 の 生起率が余 暇従事率を上回 っ た 。 余暇

従事率 もほ と ん ど 0 に近 い 値 を記録 して お り、

セ ッ シ ョ ン 42、43それぞれ 1，1％、 0 ％ で あ っ
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常同行動 を示す自閉症 者 に対す る活動 ス ケ ジ ュ
ー

ル を使用 した余暇支援

た 。 常同行動の 生起率は余暇支援の お ける生起

率を上回 っ て お り、セ ッ シ ョ ン 42、43それ ぞ れ

15％ 、 18．6％の 生起率 を示 して い た 。 余暇従事

時間は 、
ベ ース ラ イン と変わ らない レ ベ ル まで

減少 し、ご くた まにテ レ ビ を見る こ と以外は、

A さん が余暇活動 に従事する こ とはほ とん どな

か っ た。

　 5．職 員との協働での 余暇支援 2

　余暇支援 を再び開始する と、 余暇支援 の 従事

率 はすべ て の セ ッ シ ョ ン で 90％ 以 上 を記録 し

た。さ ら に 、セ ッ シ ョ ン 44か ら セ ッ シ ョ ン 46は

す べ て 余暇従事率が 100％ と い う結果 に なっ た 。

セ ッ シ ョ ン 47で はや や 余 暇従 事 率 が低 下 し

92．5％ とな っ た が 、セ ッ シ ョ ン 48にお い て 98％

の 余 暇従事率 を記録 した 。

一
方 、 常同行動の 生

起率 もプ ロ ーブ と比べ て 減少 した 。 多くの セ ッ

シ ョ ン にお い て低い 生起率を記録 して お り、 セ

ッ シ ョ ン 44か ら48 まで の 平均生起率 は4．4％ で

あ っ た 。 A さん の 余暇従事時間は、プ ロ
ーブに

比べ て再 び増加 した 。 本 フ ェ イズ にお ける全 て

の セ ッ シ ョ ン にお い て 15分か ら25分の 間を推移

して い た 。

　 6 ．維持 （2 ヶ 月後）の 結果

　 2 セ ッ シ ョ ン と も余暇従事率は 90％以上を記

録 して い た 。 特 に 、 セ ッ シ ョ ン 49は 100％ で あ

っ た 。 セ ッ シ ョ ン 50で はやや低 下 し92．5％ で あ

っ た 。 常同行動は低 い 生起率 を記 録 して い た 。

セ ッ シ ョ ン 49で は 3．4％ で あ り、セ ッ シ ョ ン 50

で は 少 し増加 した もの の 5．4％ で あ っ た 。 余暇

従事時間は 、 前 の フ ェ イズ と比較 して も変化 は

なか っ た 。

　 7．施設職員の A さん に対する関わ りの 変化

　 ベ ー
ス ラ イ ン 期 と比較 して、余暇 支援 をきっ

か けとして施設職員か らA さ んに対 して 積極的

に声 かけや ス キ ン シ ッ プを図 る様子が頻繁に見

られる よ うにな っ た 。 また 、 以前 はA さん か ら

職員に対 しては あま り接近す る こ と は なか っ た

が、支援開始以 降は A さん の 方 か らも積極 的に

職員の 方に接近する よ うに なっ た 。 また、職員

の 話か ら 「以前は A さん と関わ る こ とが難 しか

っ たが 、 カー ドの や り取 りだ けで A さん と の 関

わ り方が 容易 に な り、 楽 しくな っ た」 と の 感想

が得られた 。

　 8．社会的妥当性の 結果

　職員 に対する社会的妥当性 の 結果 をFig．4 に

示 した 。 「A さん の 『頭 を叩 く』、『指 を くわ え

る』、 『頭 を揺 らす』等の 行 動は 減 りました か」

とい う質問で は 、 と て もそ う思 う （2 人）、そ

う思 う　（4 人） とい う結果 に な り、 職員 はA さ

ん の 常同行動は減少 して い る と、概 ね認識 して

い る と い う結果 と な っ た 。 「A さん の 余 暇時間

は以前 と比べ て 充実 しま した か」で は、とて も

そう思 う　（4 人）、 そ う思 う　（2 人 ） とい う結

果とな っ た 。

■ 全くそう思わない 　 団 そう思わない　 eaそう思う　 囗 とてもそう思う

1．A さん の 「頭 叩く亅、「指をくわえる」や 「頭を褞らす」など の 行動 は減 りましたか ？

2 ．A さん の 余暇時間は 以前と比 べ て充実 しました か ？

3 、職 員 とA さん の との か かわり〔コ ミュ ニ ケ
ー

ション
・
遊び

・ス キンシ ップする 等）は 増えましたか ？

4 、今回、A さん に 対して 行 っ た支援は、この 施設 で 無 理なく実施 できるもの で した か ？

5 ，今回、A さん に対して 行っ た支 援 は、職 員に とっ て 無理 なく実施で きるもの で したか ？

6，今回、A さん に対して 行 っ たような支援を、他 の 利 用者 にも実 施 したい と思い ますか ？
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Fig．4　職員 に 対す る A さ ん の 社会的妥当性 に 関す る ア ン ケート結果
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　さ らに 、 「職 員 とA さん との か か わ り （コ ミ

ュ ニ ケ
ーシ ョ ン ・遊 び ・ス キ ン シ ッ プす る等）

は増 えましたか」で は 、 ほ とん どの 職員が 、と

て もそ う思 う （5 人）を選択 し、また残 りの 1

人 もそ う思 う とい う結果 で あ っ た 。「今回 、A

さん に対して行っ た支援は 、 こ の 施設で 無理な

く実施で きる もの で したか」　 で は 、 とて もそ

う思 う （3 人）、 そ う思 う （3人） とな り、「今

回 、 A さ ん に対して 行っ た支援は、職員に と っ

て無理 な く実施で きる もの で したか 」で は、と

て もそ う思 う　（2人 ）、そ う思 う （4 人） とな

り、職員お よび施設 ともに 今 回行 っ た支援 は無

理な く負担 が少ない 支援 で あ っ た とい う結果で

あ っ た 。 最後の 「今回、A さん に対 して 行 っ た

よ うな支援 を、他の 利用者に も実施 した い と思

い ますか 」で は 、と て もそ う思 う （5人）、そ

う思 う （1 人） と い う結果が得 られ た 。

N ．考 　察

　本研究の 目的は 、自動強化に よ っ て維持 され

て い る 常 同行動 を示す 自閉症者 1 名に対 し て 、

ス ケ ジ ュ
ール に よる余暇 ス キ ル を形成 し、さ ら

に職員 との 写真カ
ー

ドに よる コ ミ ュ ニ ケーシ ョ

ン を通 して 、施設 にお ける余暇の 継続 を目的 と

した 。 本研究開始前、 職員が対象者 に対 して余

暇活動 を設定する こ とは ほ と ん どなか っ た 。 ま

た、対象者は職員 に対 して余暇活動や 余暇ア イ

テ ム を要求する こ とが なか っ た 。 また、対象者

自身の 余暇 も、ご くた ま に テ レ ビ を見 る など に

限定 され て お り、余暇時間が充実 して い る とは

い えなか っ た 。 機能的ア セ ス メ ン トの 結果 、 対

象者の常同行動は、何 もする こ とがない ような

余暇時間に頻繁 に生起す る こ とが多か っ た 。 そ

の ため 、 対象者の 常同行動の 機能は、そ の 行動

を示す こ とに よ っ て感覚的な結果が得 られる こ

とで 強化され て い る と考え られ た 。

　対象者は余暇ス キ ル 訓練開始時、ベ ース ラ イ

ン で は 自発 正 反応 率が 0 ％ で あ り、 写真 カ ー
ド

を使用 して 第
一
著者に要求す る こ とが で きて い

なか っ た 。 その た め 、 ス ケ ジ ュ
ール ブ ッ クに貼

られ た写真を順番通 りに 操作 する こ とが で きる

か ど うか に つ い て 、 明 らか に され て い なか っ

た 。

　活動ス ケ ジ ュ
ール を使用 して 余暇活動を行う

上 で必 要な行動を課題分析 した結果、第
一
著者

に よる プ ロ ン プ トを必 要 とせ ず、対象者が 自発

的 に行動 を達成で きた行動は、「事物 を受取 り、

余暇 を過 ごす」 であ っ た 。

一方 、 プロ ンプ トを

最 も必要 とした行動と して は 、「事物を第
一

著

者に返却す る」 で あ っ た 。 こ の 行動は 、 対象者

に と っ て 強化的な活動 の 中断ある い は 終結で あ

り、こ の 行動が負の 弱化子 として作用 したため、

対象者に とっ て 嫌悪的に な り、第
一

著者の プ ロ

ン プ トを必 要 と した と考え られ る 。 しか し、そ

の 後の セ ッ シ ョ ン を経 過す る につ れて 、プ ロ ン

プ トは減少 し 、 相対的に対象者の 正 反応率が 増

加 して い っ た 。 訓練 を実施 した の は 1 週間に 1

日 で あ っ た に もかか わ らず、15セ ッ シ ョ ン 目で

2 セ ッ シ ョ ン 連続の 80％以 上 の 達成基準 に到達

する こ とがで きた 。 こ の こ とは 、 写真ス ケ ジ ュ

ール の ような視覚的にわか りや す い 教材を使用

する こ とが、対象者が 行動を自発す る上 で 、 明

確 な弁 別刺 激 とし て 作用 した もの と考 え ら れ

る 。 また、訓練室 とい う他の 利用者 に よ っ て 妨

害 され る こ とが ない 環境 で 支援 を実施する こ と

で 、行動項 目の 達成率が高 まっ た と考え られ る。

また 、 居室で の 訓練 に移行 して も、 3 セ ッ シ ョ

ン 以 内 と い う比較 的早期に行動 を達成 で きた 。

訓練室 と居室 は多少物理 的環境が異 な る部分 は

あ っ た もの の 、手続 きを
一

貫 して 同
一

に実施で

きたこ とが居室 へ 般化を促進 した要因で あると

考え られ る 。

　次に、対象者に 日常的に 余暇 を継続 させ る 目

的で、職員 6 名と協働 して 対象者 へ の 余暇活動

を実施 した 。 その 結果、職員全員は手続 き通 り

に実行す る こ とが で きた。こ の こ とは 、 手続 き

自体が 非常に単純で 覚えやすい もの で あ っ たた

め 、職員 に と っ て 非常 に負担の 少ない もの とな

っ た可 能性が 考え られ る 。

　入所 施設の 職 員は配 置人 数が 制 限 されて い

る、早朝か らの 勤務や 、 徹夜で の 勤務な ど就労

シ フ トも様 々 で 、 さら多忙 である などの 理 由で、
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常同 行動を示す自閉症者 に 対す る 活動 ス ケ ジ ュ
ー

ル を使用 した余暇支援

1 人の 利用者へ の 援助に割 くた め の 時間が 非常

に少 な く、支援は 限られた もの に なる と考 えら

れ る 。 こ の よ うな条件の 中で 支援案 を考える場

合 には 、 職員の 負担 を軽減 し、 さらに手続きが

わか りや す い もの で ある とい うこ とが必須条件

となっ て くる。

　本研究で は 、 対象者の 日常生活場面 にお い て

余暇支援 を実施する前 に 、 前 もっ て 訓練室にお

い て対象者に対 して余暇ス キル を形成 し、 なお

か つ 第
一

著者が コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン
・パ ー

トナ

ーとな り、 要求行動 を形成 したそ の 後、職員が

手続 きを確認 しなが ら、 協働 して 支援を実施 し

た こ とが 、対象者へ の 余暇支援の 維持 に貢献 し

た要因で ある と考えられ る。

　入所施設における余暇支援 を行 う上 で、職員

と の 協働 の ほか に考慮 しなければな らない こ と

の 1 つ は 、 他 の 利用者 と の 関係に関する問題で

ある 。 特 にその 入所施設が 自閉症者を中心 に構

成 され て い る場合、 自閉症 の 特徴の 1 つ であ る

社会的相互作用 の 質的な障害が問題 となる場合

がある 。 自閉症以外の人が 自閉症者 と関わ る場

合 、 その 人が 自閉症者の 特徴を配慮 した上で 関

わ る こ とは可 能で ある か もしれ な い 。 しか し、

お互 い が 自閉症者の場合 は お 互 い の特徴 を把握

した上 で 、相互作用 を期待す る こ とは 難しい で

あろ う。

　 また 、 感覚過敏性の ある 自閉症者の 場合 は、

騒が しい 他利用者が嫌悪的であ っ た り、 他者 と

の 接触を避 け る場合 も考え られ る ため 施設環境

へ の 配慮が必 要に なる 。 す なわ ち、本研究で行

っ た対象者に対する余暇支援は 、 入所施設の よ

うな他利用 者 に よる妨害 に よ っ て 、そ の 利用 者

の 余暇が妨げられ る可 能性が考え られ る場合に

有効で ある と考え られ る 。 入所施設で は、万が

一利用者が 事故や危険な 目に遭 う、ある い は利

用者が施設か ら逃亡 し行方不明に なる な どの 問

題 が 生 じた場合、施設職員が そ の 責任を追及 さ

れ るた め、職員はや むを得ず利用者を管理せ ざ

る を得な い 状況 にあ る とい える 。 そ の ような場

合 には、施設利用 者へ の 自由な余暇活動を許可

す る こ とは職員に と っ て 考 えに くい 場合 もあ る

だろ う。 しか し、職員の 極端 な管理支援が行 わ

れる こ とに よ っ て 、 本 来中心 的に行われ るべ き

余暇支援が形骸化 し、 施設利用者 自身の 選択の

幅が低下 し、QOLが低 下す る結果 となる 。 本研

究で は 、 他の 利用者か らの 破壊や妨害を防 ぐた

め に 余暇 ア イ テ ム を職員が管理 し、余暇 ス ケ ジ

ュ
ール の 中か ら対象 者が写真 カ

ー
ドを選択 し、

職員に対 して写真 カ ー ドを使用 して 余暇ア イテ

ム を要求する こ とに よ り、対象者が 余暇ア イテ

ム を獲得する と い う方法を実践 した 。 こ の こ と

は 対象者 に と っ て は 余暇 を楽 しむ権利 を確保

し、なお か つ 他利用者 に よる余暇 ア イ テ ム の 破

壊行為を防 ぐこ とがで き、職員に と っ て は支援

手続 きが複雑で は な く持続的 に継続可能 である

とい う点で 対象者 、 職員の 双方に とっ て メ リ ッ

トの あるや り方で あ っ た とい える 。

　入所施設 内で の 充実 し た 余暇 活動の 提供 は 、

本研究の よ うな常同行動 を示す対象者だ けで は

な く、強度行動障害 を示す利用者に とっ て も重

要な支援要素 となる 。 しか し、本研 究で は、対

象者は常同行 動 を示 す 自閉症者 1 名の み で あ

り、 余暇活動が 強度行動障害に もた らす効果を

実証 した とい えな い 。 その ため、今後の 課題 と

して 、 強度行動障害を示す人に対す る余暇活動

の 形成 に 関 して 、さ らなる検討が必要で あ る 。
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Leisure support  using  an  activity  schedule  for an  autistic  person  with stereotypic  behaviors:

 Examination of  maintenance  of  leisure activities  through  shaping  ef  requesting  behavior

                        toward  rehabilitation  facility staff

Johji MURAMOTO'  and  Shigeki SONOYAMA"

  This study  attempts  to reduce  the stereotypic  behaviors displayed by one  subject with  autism  living

in a  rehabilitation  facility for intellectual disabilities by shaping  the subject's  leisure skills using  an

activity  schedule.  Furthermore, this study  describes a  way  to maintain  the leisure suppert  provided by

the staff  for this subject  in an institutional setting  by helping him  to develop requesting  behavior

toward  the staff1  After acquiring  leisure skills in the training room,  the subject was  also able  to acquire

leisure skills  in the living room  in his spare  time. Furthermore, after  instituting the leisure support

program in cooperation  with  the author,  the staff  were  able  to continue  to previde leisure support

without  assistance  from the author. These findings suggest  that a  contributing  factor to the mainte-

nance  of  leisure support  for the subject  is that the staff were  capable  of  supporting  the  subject  in

cooperation  with  the author, based on  the adoption  of  appropriate  procedures.

Key  words:  autism,  stereotypic  behavior, activity schedu]es,  leisure support
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